
安心安全の
ネットワーク

まごころを込めた
警備サービスを
提供致します。

警備事業部
tel 0595-65-6211
三重県名張市東田原２１７５番地

バス事業部
tel 0595-65-6216
HP http://www.meihan-k.co.jp

株式会社メイハン

◇ 団体、クラブ活動
◇ 送迎、旅行等、
◇ お気軽にご利用いただけます。

（一般会費に含みます）
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、
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質
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2
年
目
に
あ
た
る
本
年
度

は
、
第
1
回
目
の
研
究
会
を

去
る
8
月
1
日
、
第
2
回
目

の
研
究
会
を
8
月
30
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
目
の
研
究
会
に
お
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て
は
、
参
加
企
業
各
社
の

紹
介
の
あ
と
、
三
重
大
学
特

任
准
教
授
青
桺
充
氏
よ
り
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
内
容
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
、
ま
た
第
2
回
目
の

研
究
会
に
お
い
て
は
、
参
加

企
業
を
代
表
し
て
4
社
よ
り

自
社
の
紹
介
と
取
組
に
つ
い

て
発
表
い
た
だ
き
、
情
報
交

換
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
応
用
製
品
の
研
究

や
製
品
利
用
用
途
の
可
能
性

の
研
究
な
ど
を
目
的
に
研
究

会
を
実
施
し
ま
す
。
ご
関
心

の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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『バイオマスマテリアル
事業化検討研究会』開催

第2回研究会

第1回研究会



名張営　TEL0120-08-5432
　　　　名張市美旗中村1420-5
本　社　TEL0595-21-5432
　　　　伊賀市西明寺1672-1

外線工事一式・電柱建柱・重量物吊り上げ・建築工事
事故処理レッカー作業・樹木伐採作業・運搬作業・各種レンタカー

杉本電気工事
杉本クレーン㈱
上野レンタカー

会議所ニュース　第 528 号 ⑵

販売条件

仕入条件

売上の見通し

経営上の問題点

売上状況

　名張商工会議所では、県下商
工会議所統一調査として平成 23
年 1 月～ 6月の期間の、名張市
内企業（回答企業 166 社）の景
況調査を実施しました。主要な
結果は以下の通りです。
　「現状（調査期間）」は、全
体では「良い・やや良い」が
12.0％、「やや悪い・悪い」が
55.4％となり、DI 値は△ 43.4
と前回調査時の△ 60.3 から
16.9 ポイント改善しました。
　「見通し」は、全体では「良い・
やや良い」が 8.4％、「やや悪い・
悪い」が 57.8％となり、DI 値は
△ 49.4 と前回調査時の△ 52.9
より 3.5 ポイント回復しました。
（※ DI 値は景気動向を示す指標
で「良い」「やや良い」と回答し
た企業割合から「悪い」「やや悪
い」と回答した企業割合を差し
引いた値です。）

平成23年
上期名張
景況調査



旗・雨合羽・名入れ提灯

事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）……2.15%
小規模事業資金 ………………………………………………1.75％

平成23年 9月5日現在

⑶ 会議所ニュース　第 528 号

◆事業概要
○みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金
対象者　①創業者　②新事業を行おうとする中小企業者　③ＮＰＯや大学等、新事業を行おうとする者
事業内容
《地域資源活用型》地域特有の資源を有効に活用した商品づくりやサービスの提供に取り組む事業
《地域課題解決型》地域の課題を解決する為の事業を、新たに地域の特性を活かしたビジネスの手法によって取り組む事業
助成金額（助成率）　最低50万円～最大200万円（2/3助成）

○みえ農商工連携推進ファンド助成金
対象者　①県内の中小企業者、創業者と県内の農林漁業者との連携体　②県内のＮＰＯ等の中小企業者以外の者と県内の農林
　　　　漁業者との連携体　③中小企業者、ＮＰＯ等と農林漁業者との連携を支援する産業支援機関
事業内容
《新商品・新サービス開発支援事業（一般型）》
　農林漁業者がもつ素材と中小企業者がもつ技術・ノウハウ等を活用した新商品づくりや新サービスの開発を行なう事業
《新商品・新サービス開発支援事業（産学官共同研究開発型）》
　農林漁業者と中小企業者の連携体により大学や公設試験場等の研究機能等を活用した高付加価値商品・サービスの研究開
　発、試作品開発を行なう事業
《農商工連携体支援事業》
　中小企業者等と農林漁業者の連携体による事業化を促進する産業支援機関の取り組み
　※産業支援機関には、農協、漁協、森林組合等も含む。
助成金額（助成率）
　新商品･新サービス開発支援事業
　(一般型)　最低50万円～最大400万円（2/3助成）
　(産学官共同研究開発型)　最低50万円～最大500万円（2/3助成）
　農商工連携体支援事業　最低50万円～最大300万円(10/10助成)

みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金
みえ農商工連携推進ファンド助成金

　財団法人三重県産業支援センターでは、農林水産物や観光資源などの地域資源を活用した商品づくりやサービスの提供
等、地域における特有の課題を解決していく事業を支援する「みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金」と農林漁業者と
中小企業者等の連携による新商品開発や新サービス提供、販路開拓を支援する「みえ農商工連携推進ファンド助成金」への
募集をしています。
　つきましては、下記制度内容をご確認のうえ、活用を希望される方は三重県産業支援センターまでお問い合わせ下さい。

◆募集期間　平成23年9月26日（月）～平成23年10月28日（金）17時まで
◆申し込み・問い合わせ　　補助対象経費や申込等の事業詳細については、下記にお問い合わせ下さい。
　財団法人三重県産業支援センター　地域産業創造課
　〒514-0004　三重県津市栄町1丁目891番地　三重県合同ビル5階
　Tel：059-228-3585　Fax：059-228-3800　E-mail：tisansou@miesc.or.jp

みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金
みえ農商工連携推進ファンド助成金



消臭サービス／窓ガラスフィルム施工

●会計・税務・法人設立・資金繰り
　  ★弥生会計等の会計ソフト対応
●NPO・公益・宗教法人等の会計
●相続税・贈与税

0120‐64‐5430
田畑まで

フ リ ー
ダイヤル

会議所ニュース　第 528 号 ⑷

－問合せ先－
名張商工会議所　TEL：63－0080

　 －商談成立事例－
○アクリル部品とラベルの製造委託。
○既存ホームページのリニューアル依頼。
○市内での記帳代行業者検索。
　　　　　　　　　　　　　　　などなど

まずはインターネットで「ザ・ビジネスモール」と検索。
トップ画面を開き、中程の右側にある「新規登録する」ボタンを押して登録しましょう。
登録には「商工会議所の会員事業所」であることが条件となってます。会員外事業所は
登録できませんので、詳しくはお近くの商工会議所にお問い合わせ下さい。

○登録方法は…？

「プレミアムメンバー」に登録すると、ホームページのグレードアップや、ザ・商談
モールの充実など、更に充実したサービスを活用することが出来ます。「プレミアム
メンバーサービス」は有料となる為、活用度合いに応じてご検討下さい。

○もっと活用するには…？

①見やすく簡単に企業検索
　地域や業種などで企業を絞って検索することが出来ます。
②簡易ホームページの登録・公開
　いつでも簡単に情報更新できるホームページがもてます。操作も簡単!
③ザ・商談モールの利用
　買いたい商品・サービス情報の請求や、自社商品の見積もり依頼を受けたりできます。

以上のサービスがすべて無料!!　ビジネスチャンスの拡大にどんどん活用して下さい。

○サービス内容は…？

　ザ・ビジネスモールは、全国の商工会議所・商工会が共同運営する信頼のサイトで
す。新たな取引先企業検索ができる他、無料で簡易ホームページを出したり、登録企業
と商取引もできます。
　登録企業数は約300,000社!! 基本サービスはすべて無料です。ホームページを持って
いない会員事業所様はこの機会に是非登録しましょう。

○ザ・ビジネスモールとは…？

ザ・ビジネスモールを活用しましょう！

－ザ・ビジネスモールURL－
http://www.b-mall .ne.jp



伊賀牛
名張市鴻之台2-126
☎0595-64-1780

目標 メードイン JAPAN
エサも草も国産で

創業をめざす方を支援します。

三重県信用保証協会
創業・企業支援課

創業グループ
〒５１４－０００３ 津市桜橋３丁目３９９番地
直通 ＴＥＬ ０５９－２２９－６０６０

⑸ 会議所ニュース　第 528 号

　三重県商工会議所連合会（会長：竹林武一）では、8 月
3 日㈬連合会会議室にて、第 3 回環境政策検討会議（座長：
閑納眞一［名張商工会議所常議員］）を開催しました。
　会議では、三重県政策部土地資源室長辻上正道氏より「新
エネルギー」をテーマに国の動向、電力需給状況、再生可
能エネルギー法案、県内の新エネルギー施設紹介などにつ
いて、また、現在県で策定中の新エネルギービジョンの骨
子についてお話をいただきました。
　その後、中部電力㈱三重支店長長坂口光氏より国内のエ
ネルギー政策や再生可能エネルギーの導入、また中部電力
の取組みなどについてお話をいただき、エネルギーについ
ての理解を深めました。
　次回は、バイオマスの先進地の視察を行い、さらに風力
発電、太陽光発電、燃料電池など新エネルギーについての
見識を高めながら検討を行っていくことになりました。

第３回 環境政策検討会議を開催

　三重県商工会議所連合会（会長：竹林武一）では、8 月 10 日㈬
連合会会議室にて、第 3 回国際・観光政策検討会議（座長：上田豪［津
商工会議所］）を開催しました。
　会議では、本年 10 月に実施するインドネシアへの投資・販路
開拓ミッションについて事前調査結果や参加状況などの説明と商
談会等の日程について検討を行いました。さらに中国河南省への
観光客及び教育旅行誘客のための訪中について、参加人員や日程
等について協議を行いました。
　その後、8 月 2 日に実施しましたタイ企業と県内企業とのビジ
ネス交流会及びタイ投資委員会と当委員との意見交換会の結果を
報告し、今後、東南アジア等とビジネス交流を行う際の参考資料
としていくこととなりました。
　また、昨年度作成しました商工会議所がおすすめする観光ルー
トマップの見直しや更新を望む声があり、今後検討を行っていく
こととなりました。

第３回 国際・観光政策検討会議を開催

　三重県商工会議所連合会（会長：竹林武一）では、8 月 4 日㈭
連合会会議室にて、第 3 回人材確保・育成政策検討会議（座長：
谷川憲三［松阪商工会議所副会頭］）を開催しました。
　会議では、三重県健康福祉部こども局長太田栄子氏より、子ども
や子育て家庭を支える施策や三重県子ども条例、またみえ次世代育
成応援ネットワークの活動状況等についてお話をお聞きしました。
　その後、四日市商業高等学校長青山晶氏、津商業高等学校長的
場敏尚氏、松阪商業高等学校長竹内一氏、宇治山田商業高等学校
長三浦裕成氏、白山高等学校長西山博氏など県内５校の校長と県
教育委員会担当者にお越しいただき、県内の商業教育の現状と課
題、各商業高等学校の活動状況などについてお話をお聞きし、今
後の商業高等学校の在り方について意見交換を行いました。
　今後は、学校教育や家庭教育の先進事例などの視察や関係機関
等の話を聞きながら学校教育等の認識を高め、問題解決のための
検討を行っていくことになりました。

第３回 人材確保・育成政策検討会議を開催

　三重県商工会議所連合会（会長：竹林武一）では、8 月
11 日㈭連合会会議室にて、第３回産業政策検討会議（座長：
廣田武［四日市商工会議所副会頭］）を開催しました。
　会議では、三重大学大学院工学研究科准教授川口淳氏を
講師にお招きし、東北地方大震災による影響から、今後ど
のような地域防災計画や企業防災計画などを策定したらよ
いかについてお話をお聞きしました。
　その後、三重県農水商工部商工振興室長大橋範秀氏より、
県のものづくりの推進、新たなビジネスや創業支援、農商
工の連携、商店街の活性策などについて、また県の中小企
業振興方針を検討する委員会の設置などについてお話をい
ただき、商工業の振興策について意見交換を行いました。
　今後は、中小企業振興方針の骨子や県商工業のあり方な
どについてお話をお聞きしながら意見交換を行っていくこ
ととなりました。

第３回  産業政策検討会議を開催



詳しくは、お近くの窓口までお問合せ下さい。

「商工会議所・商工会」連携ローン

Face to Face いつもあなたのとなりに....
地元の事業者の強い味方

地域活性化ローン

最　高
500万円

第三者
保証人不要担保不要最　高

500万円
第三者

保証人不要担保不要

会議所ニュース　第 528 号 ⑹

　労働保険（「労災保険」と「雇用保険」）は、政府が管理・運営している強制的な保険であり、農林水産業の
一部を除き、労働者を一人でも雇用している場合、事業主又は労働者の意思の有無にかかわりなく必ず加入する
ことが法律で定められています。

≪事業主の皆様へ≫

―11月は「労働保険適用促進強化期間」です―

【お問合せ先】　三重労働局総務部労働保険徴収室（℡ 059-226-2100）または
　　　　　　　伊賀労働基準監督署（℡ 21-0802）伊賀公共職業安定所（℡ 21-3221）へお問い合わせ下さい。
■商工会議所に事務委託を希望される場合は、当所総務課までお問い合わせ下さい。（℡ 63-0080）

◎費用徴収制度
事業主が「故意」又は「重大な過失」により労災保険の成立手続を行わない期間に事故が発生した場合、遡っ
て保険料を徴収する他に、労災保険給付額の 40％又は 100％を事業主から徴収されることになります。

　三重労働局では、11月を「労働保険適用促進強化期間」と定め、“労働保険の未手続事業場の一掃”を重点項目に掲
げ、三重県労働保険事務組合連合会と連携して、未手続事業場を個別訪問する等により、加入促進を図っています。

労　　働　　保　　険

業務上の事由又は通勤による労働者の負傷、疾病、
障害又は死亡等に対して、迅速かつ公正な保護をす
るため、必要な給付を行うこと等を目的とした制度

労　災　保　険 雇　用　保　険
労働者の生活及び雇用の安定を図るとともに、失業
した際、再就職を促進するための能力の開発・向上
等の各種の援助を行う等を目的とした制度

労働保険の加入手続はおすみですか


